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すずらん職員一同 

 

冬休みが終わり、子ども達は３学期を迎えまし 

た。冬休みの楽しい思い出を胸に学年の最後の 

学習へ入っています。小学生は来年のスキー場 

での授業に向けて、練習を重ねています。中学生は 

学年末テストへ向けて、コツコツと勉強に力を入れて 

います。高校生は進路実現の為、自分の課題と向き 

合い、努力しています。進級や就職に向けて、子ども達を 

支援し、自分でできるように見守っていこうと思います。 

 

3月の予定

冬休みを終えて…3 日   札高養 三年生を送る会      

6 日   札高養 卒業式           

１３日   稲穂高 参観懇談 

 前中小卒業式 

２4 日  稲穂高修了式 

25 日 前中小修了式·離任式 

前中修了式 

 札高養学年末休業日 

 

  

あっという間に 1月も終わりますね・・・こうしてまた、１年が・・と思ってしまいます。 

１月に入り、いつもお世話になっている MDRT さんのご招待を受け、東京での QOLG 表彰式に参加してまいりました。当日はあの、山手線を含

む東京の交通網が停電でシャットダウンした日でした。空港からバスで移動し、動いている電車を乗り継ぎ受賞の式場に入りました。MDRT と言

ってもピンとこないかもしれませんが、プルデンシャル生命さんのご支援でいつも子どもたちにミニ運動会や昼食のホットケーキ作りをしてくだ

さる活動が１０年目を迎えたこと、その他にご寄付を頂戴していることに感謝をしてまいりました。次の日は、サッカー場で有名な味の素スタジ

アムでのチャリティー マラソン会場で、ご寄付を頂くセレモニーなどに参加してまいりました。子どもたちがこんなに多くの方々の善意に支え

られて育っていることを改めて実感し、自分たちがなどと、決して独りよがりになってはいけないと感じました。「普通の生活がしたい・・」と自

立支援で生活している利用者が話しました。「普通」であることは、簡単そうで非常に難しいんだな～と考えていました。普通を調べると「普（あ

まね）く通ずる」と書いてあり、「どの場所に行っても、誰もにわかってもらえる・知ってもらえる」ことができる生活ということを伝えるために

は、本当にいろいろな方のお力が必要だと強く考えた今回の出張でした。 

 また、皆さんのお力をお借りいたします。どうぞよろしくお願いいたします。                  施設長  高津 ひろみ 

 

いつもお世話になっております。 

日頃から、本施設へのご理解・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

「すずらん便り」を発行致しましたので、ご一読頂けますと幸いです。 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

すずらん職員一同 


